
へ
い
あ
ん
き
ょ
う

京
都
・平
安

京

跡
右
京
五
条

一
坊

一
―
四
町

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
壬
生
高
樋
町

。
松
原
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
人
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
加
納
敬
二

。
東
　
洋

一
。
田
中
利
律
子

・
吉
村
正
親

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
複
線
高
架
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。
対
象
地

は
西
高
瀬
川
か
ら
松
原
通
ま
で
の
総
延
長
距
離
約
四
五
〇
ｍ
で
、
現
高
架
下
西

識

側
の
幅
三
―
四
ｍ
の
南
北
側
道

南蜘

球
翔
繕
一
鰤
鳴
潮
緻
脚
↓こ 安
猫
務

晰

り
、
東
を
朱
雀
大
路
、
西
を
西

繍

坊
城
小
路
、
北
を
四
条
大
路
、

翻
南を五条大路に囲まれる。

附

そ
の
中
を
、
東
西
方
向
の
道
路

細
　
で
あ
る
綾
小
路

・
五
条
坊
門
小

ぐ

路

・
高
辻
小
路
が
通
る
。

朱
雀
大
路
と
皇
嘉
門
大
路
に
狭
ま
れ
た
二
町
域
は

「坊
城
の
地
」
と
よ
ば
れ

た
特
別
の
区
域
に
あ
り
、
調
査
地
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
調
査
地
の
北
に
は

四
条
大
路
か
ら
北
へ
の
東
西
二
呼
、
南
北
四
町
に
及
ぶ
広
大
な
敷
地
を
も
つ
嵯

峨
上
皇
の
離
宮

・
朱
雀
院
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
近
辺
で
は
　
一
九
九
六

年
の
同
町
の
調
査
で
平
安
時
代
の
池
状
堆
積
を
検
出
し
、
池
内
か
ら

「
。
細
工

所
飯
影
津
×
。
大
原
」
と
記
載
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
二

号
）。
今
回
の
調
査
で
五
条

一
坊
三
町
で
平
安
時
代
前
期
の
洲
浜
と
池
を
検
出

し
た
。
池
内
か
ら
平
安
時
代
前
期

（八
世
紀
末
―
九
世
紀
中
頃
）
の
土
器
や
瓦
、

銭
貨
、
木
製
品
な
ど
が
ま
と
ま
つ
て
出
土
し
た
。
木
製
品
の
中
に
、
判
読
で
き

る
木
簡
が
二
点
認
め
ら
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔道
力
〕

ω
　
・
□
様
文
内
可
行
米

一
僻
八
斗
四
升

．
□
料
米
六
半
人
別
二
升
　
　
功
銭

一
貫

六
合
人
別
仁
夕
曜

一
斗
八
升
人
別
六
合

　

（中ｏいて
卜泉
電

ｏ驚

②

　

「続
梨
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
受
覇

ｏ毬

ω
は
上
下
が
折
損
し
て
い
る
。
食
料

・
功
銭
支
給
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。

裏
面
の
米
二
升
は
成
人
男
子
に
対
す
る
一
日
分
の
標
準
給
食
料
で
あ
る
。
対
象

者
三
〇
人
に

一
律
の
条
件
で
一
日
分
の
支
給
を
行
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「六
合
人
別
二
夕
」
は
上
部
欠
だ
が
、
支
給
量
が
米
の
百
分
の
一
で
、
塩
支
給
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と
み
て
間
違
い
な
い
。　
一
方
、
功
銭
に
関
す
る
記
載
は
、
総
額
部
分
の

「
一

貫
」
の
下
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
内
容
を
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
対
象
者

三
〇
人
、
総
額

一
貫
以
上
二
貫
未
満
だ
か
ら
、
人
別
支
給
額
は
三
四
―
六
六
文

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
奈
良
時
代
の
類
例
と
比
較
し
て
高
額
で
あ
り
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
た
九
世
紀
中
頃
の
社
会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
「確
」

（
コ
サ
ケ
）
は
安
価
な
甘
酒

（
一
夜
酒
）
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書

・
木
簡
な
ど
に

は
造
営

・
運
輸
関
係
の
肉
体
労
働
者

・
技
術
労
働
者
に
対
す
る
酒

。
酒
糟
の
支

給
事
例
が
散
見
す
る
。
こ
の
木
簡
の
場
合
、
対
象
者
が
三
〇
人
と
比
較
的
多
数

だ
か
ら
、
造
営
事
業
関
連
と
推
測
さ
れ
る
。
表
面
は
解
釈
が
難
し
い
が
、

「様
」
が

「た
め
し
出
製
品
の
見
本
」
の
意
だ
と
す
る
と
、
裏
面
の
記
述
を
造

営
事
業
関
連
と
す
る
推
測
の
傍
証
に
な
る
。

②
は
上
端
を
尖
ら
せ
下
半
部
は
折
損
し
て
い
る
。
片
面
は
墨
書
が
剰
落
し
て

い
る
。
『廷
喜
式
』
内
膳
司
雑
菓
樹
条
に
内
膳
司
の
園
地
に

「続
梨
百
株
」
と

み
え
、
つ
ぎ
な
し

（接
梨
）
は
つ
ぎ
木
を
し
た
梨
の
木
と
い
う
。

な
お
、
木
街
の
釈
続
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
大
学
の
西
山
良
平
氏
、
奈
良
女

子
大
学
の
吉
野
秋
二
氏
、
上
野
勝
之
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

∽
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

「
Ⅳ
平
安
京
右
京
五
条

一
坊

一
―
四
町
跡
」

翁
平
安
京
跡
・
御
土
居
跡
』、
二
〇
〇
七
年
）

（加
納
敬
二
）

(2)




